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個人積算線量計〔Ｄ－シャトル〕の貸出しを開始します

（3）　広報とみおか

応
急
仮
設
住
宅
及
び

民
間
借
上
げ
住
宅
の
適
正
な
使
用
に
つ
い
て

　

　現
在
、
多
く
の
皆
様
が
入
居
さ
れ
て
い

る
応
急
仮
設
住
宅
や
民
間
借
上
げ
住
宅

は
、
災
害
で
住
宅
を
失
っ
た
方
を
対
象
と

し
た
災
害
救
助
法
に
よ
り
提
供
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
に
よ
っ
て
国
の
避
難
指
示
を

受
け
た
住
民
に
も
適
用
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　こ
の
制
度
は
、
住
宅
の
確
保
が
で
き

な
い
方
へ
の
住
宅
供
与
を
目
的
と
し
て

い
る
た
め
、
避
難
先
な
ど
で
新
た
に
住

宅
を
取
得
・
再
建
さ
れ
た
方
は
対
象
と

な
ら
ず
、
原
則
的
に
応
急
仮
設
住
宅
や

民
間
借
上
げ
住
宅
へ
の
入
居
は
認
め
ら

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　そ
の
た
め
、
住
宅
を
再
建
さ
れ
た
方

が
応
急
仮
設
住
宅
や
民
間
借
上
げ
住
宅

へ
入
居
す
る
と
住
宅
の
不
正
使
用
に
な

り
、
特
に
借
上
げ
住
宅
の
場
合
、
継
続

し
て
家
賃
が
支
払
わ
れ
る
事
態
が
生
じ

ま
す
。

　災
害
救
助
法
の
趣
旨
に
つ
い
て
ご
理

解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
住
宅
の
退
去
に
つ
い
て

　応
急
仮
設
住
宅
や
民
間
借
上
げ
住
宅

を
退
去
さ
れ
る
場
合
は
、
富
岡
町
役
場

へ「
仮
設
住
宅
等
使
用
終
了
届
」を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
退
去
日
の
１
ヵ

　町
は
、
今
年
10
月
よ
り
個
人
ご
と
に

お
持
ち
い
た
だ
け
る
積
算
線
量
計
の
貸

出
し
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　こ
の
線
量
計
は
、
一
日
分
ま
た
は
累

積
分
の
放
射
線
量
を
表
示
で
き
、
小
型

で
軽
く
充
電
や
電
池
交
換
も
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
実
際
の
積
算
線
量
を
自
ら
が

知
り
、
今
後
の
健
康
管
理
に
役
立
て
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
多
く
の
皆
様
に

ご
利
用
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　貸
出
し
に
つ
い
て
の
ご
案
内
文
書
は

各
避
難
先
の
世
帯
ご
と
に
送
付
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は
借

用
申
込
書
兼
同
意
書
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
上
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
申
込
書
類
が
お
手
元
に
届
か

な
い
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
富
岡
町

役
場
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

月
か
ら
２
週
間
前
ま
で
に
仲
介
業
者
ま

た
は
貸
主
の
署
名
・
捺
印
を
い
た
だ
き
、

速
や
か
に
ご
提
出
く
だ
さ
い（
届
け
出

の
用
紙
は
富
岡
町
役
場
郡
山
事
務
所
、

い
わ
き
支
所
、
三
春
・
大
玉
各
出
張
所

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
）。

◇
住
宅
の
住
替
え
に
つ
い
て

　原
則
的
に
、
次
の
理
由
以
外
で
の
住

替
え
は
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

①
貸
主
都
合
の
退
去
に
よ
る
住
替
え

②
県
外
か
ら
県
内
に
戻
る
場
合

③
就
労
や
就
学
に
よ
り
、
県
外
か
ら
県

　内
に
戻
る
場
合

④
病
気
、
ケ
ガ
に
よ
る
住
替
え

　（
医
師
の
診
断
書
が
必
要
）

⑤
事
件
、
事
故
の
場
合

　（
被
害
届
な
ど
証
明
書
類
が
必
要
）

　　な
お
、
住
環
境
の
改
善
、
世
帯
分
離

に
よ
る
住
替
え
は
認
め
ら
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
住
替
え
要
件
の
審
査
や
、

制
度
の
悪
用
を
防
ぐ
た
め
に
、
東
京
電

力
に
対
し
こ
れ
ま
で
の
避
難
先
に
お
け

る
家
賃
負
担
に
つ
い
て
損
害
賠
償
の
情

報
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

問 

生
活
支
援
課 

住
宅
支
援
係

・
貸
出
対
象
者

　平
成
23
年
３
月
11
日
の
時
点
で
富
岡

町
に
住
所
を
有
し
て
い
た
方
、
ま
た

は
同
日
以
降
、
婚
姻
や
出
生
等
に
よ

り
富
岡
町
に
転
入
さ
れ
た
方
。

・
貸
出
期
間

　貸
与
日
か
ら
１
年
間（
10
月
よ
り
順

次
送
付
し
、
１
年
後
に
機
械
校
正
及

び
デ
ー
タ
回
収
の
た
め
返
却
し
て
い

た
だ
き
ま
す
）。

・
測
定
結
果
に
つ
い
て

　１
年
間
の
着
用
後
に
、
年
間
デ
ー
タ

の
報
告
書
を
郵
送
し
、
デ
ー
タ
は
町

と
県
で
管
理
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

富
岡
町
役
場
郡
山
事
務
所
、
同
い
わ

き
支
所
、
三
春
出
張
所
、
大
玉
出
張

所
に
設
置
す
る
パ
ソ
コ
ン
で
詳
細
な

デ
ー
タ
や
グ
ラ
フ
を
ご
確
認
い
た
だ

け
ま
す
。

問 

健
康
福
祉
課 

放
射
線
健
康
管
理
係

積算線量計 D－シャトル（左）と表示器
※D－シャトルは希望者全員に、表示器は
　１世帯あたり１個の貸出しとなります。

D－シャトルを表示器に差込むことで線
量を確認できます
※上段に総積算線量、下段に１日（前日
　分）の線量を表示。

　　

内閣総理大臣に対する要望概要

広報とみおか　（2）

双
葉
地
方
町
村
会
と
い
わ
き
市
が
国
に
要
望

浜
通
り
地
域
の
復
興
加
速
を
求
め
る

　双
葉
地
方
町
村
会（
会
長
・
渡

辺
利
綱
大
熊
町
長
）と
い
わ
き
市

が
６
月
30
日
、
合
同
で
首
相
官
邸

を
訪
れ
、
浜
通
り
地
域
に
お
け
る

医
療
体
制
の
充
実
や
宅
地
問
題
な

ど
に
つ
い
て
、
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

　い
わ
き
市
で
は
、
双
葉
郡
な
ど

か
ら
避
難
し
た
多
く
の
住
民
が
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
医
療
体

制
や
住
宅
用
地
の
不
足
な
ど
、
生

活
に
密
着
し
た
深
刻
な
問
題
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
て
お
り
、
解
決
に

向
け
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　こ
の
日
の
要
望
で
は
、
清
水
敏

男
い
わ
き
市
長
や
双
葉
郡
の
町
村

長
、
同
行
し
た
地
元
選
出
の
国
会

議
員
ら
が
浜
通
り
地
域
の
現
状
を

説
明
。
こ
れ
に
対
し
、
世
耕
弘
成

（
せ
こ
う
ひ
ろ
し
げ
）内
閣
官
房
副

長
官
が「
関
係
省
庁
と
協
議
を
重

ね
、
早
期
帰
還
を
目
指
し
た
対
応

に
取
組
み
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

世耕内閣官房副長官（右から４人目）に要望書を手渡す
清水いわき市長ならびに双葉郡各町村長

１．福島県浜通り地域の復興を支える医療の充実について
　　　浜通り、特にいわき市においては、双葉郡などから約２万４千人の避難者を受入れており、市
　　内での医療提供体制の再構築が急務となっている。このような状況の中、いわき市と双葉郡８町
　　村が一体となって地域医療の充実を図り、双葉郡の避難者や除染・廃炉作業員への医療も含め、
　　安定的な二次及び三次救急医療体制を構築しなければならない。
　　①前例の無い原子力災害の被災地であるいわき市・双葉郡の地域医療に関する研究等に取組む

「寄附講座」を国の主導で開設し、本地域の医師の確保を図ること。
　　②いわき市内の臨床研修指定病院において、新たに臨床研修を実施する研修医並びにいわき市と

双葉郡の医療機関での勤務を選択した医師に対する優遇措置を創設することや、医師の地域
偏在を解消するため一定期間の勤務義務付けを導入することなど、実効性のある抜本的な医
師確保対策を講じること。

２．福島県浜通り地域の復興再生を加速化するための、民間による新たな宅地供給の促進に向けた税
　　制の優遇措置について
　　　いわき市において土地提供の円滑化を図り、民間活力による良好な宅地供給を促進し、いわき
　　市民の津波被災者はもとより、原子力発電所事故に伴う避難者の一日も早い住環境の改善と、福
　　島県浜通り地域の復興再生を加速するため、次の項目について要望する。
　　①津波被災者や避難者などが住宅を再建するための、優良宅地造成などの用途で土地が売却され

た場合の譲渡所得に係る所得税を減免する措置を講ずること。
３．いわき市のごみ焼却施設「北部清掃センター」の大規模修繕に係る財政支援について

　避難者や除染・廃炉作業員などの流入に伴い焼却ごみも増加していることから、当面は「北部
清掃センター」の運転を維持し、いわき市と双葉郡８町村の地域的な課題として、人口動向を踏
まえた焼却ごみの処理体制を検討する必要がある。

　　①老朽化が著しく、その廃止を予定しておりました、いわき市のごみ焼却施設「北部清掃センター」
の運転継続に対する特段の財政支援を講ずること。
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お知らせ

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
測
定

の
お
知
ら
せ

　町
で
は
、
富
岡
町
役
場（
本
岡

字
王
塚
）に
お
い
て
、
ゲ
ル
マ
ニ

ウ
ム
半
導
体
核
種
分
析
装
置
に
よ

る
高
精
度
な
放
射
能
測
定
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
測
定
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
富
岡
町
役
場
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
８
月
受
付
分
の
測
定
日

は
９
月
12
日
と
９
月
26
日
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
希
望
日
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

で
受
付
後
、
９
月
初
旬
に
担
当
者

よ
り
詳
細
に
つ
い
て
の
ご
連
絡
を

い
た
し
ま
す
。

▼
測
定
可
能
検
体

　富
岡
町
内
の
水
・
土
壌
・
果
樹
等

▼
申
込
先

　富
岡
町
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　☎
０
１
２
０
–
３
３
–
６
４
６
６

問 

産
業
振
興
課 

商
工
係
・
農
林
水
産
係

富
岡
商
店
街
協
同
組
合
発
行
の

商
品
券
を
お
持
ち
の
方
へ

　富
岡
商
店
街
協
同
組
合
で
は
、

震
災
前
に
発
行
し
、
現
在
使
用
で

き
な
い
同
組
合
発
行
の
商
品
券
と

富
岡
町
敬
老
祝
商
品
券
の
換
金
を

行
な
い
ま
す
。

　商
品
券
を
お
持
ち
の
方
は
、
換

金
期
限
内
に
富
岡
商
店
街
協
同
組

合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

富
岡
町
敬
老
祝
商
品
券
は
平
成
22

年
度
に
発
行
さ
れ
た
も
の
の
み
換

金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　換
金
は
全
て
銀
行
振
込
み
と
な

り
ま
す
の
で
、
振
込
み
先
口
座
情

報
と
商
品
券
を
お
手
元
に
ご
準
備

の
上
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
換
金
期
限

　平
成
26
年
12
月
15
日（
月
）ま
で

問 

富
岡
商
店
街
協
同
組
合（
担
当
：
猪
狩
）

　

 

☎
０
２
４
６
–
３
５
–
０
３
３
１

　い
わ
き
市
平
字
菱
川
町
１
–
３

　い
わ
き
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
階

郵
便
物
の
転
送
に
つ
い
て

　郵
便
局
の
転
送
届
に
よ
る

転
送
期
間
は
、
１
年
間
で
す
。

期
間
を
延
長
さ
れ
る
方
や
避

難
先
住
所
が
変
更
に
な
っ
た

方
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
で

転
居
届
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

　な
お
、
郵
便
局
に「
お
客
様

確
認
シ
ー
ト（
避
難
先
届
）」を

提
出
し
て
い
る
方
は
、
引
き

続
き
郵
便
物
等
が
転
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
１
年
ご
と
の
転

居
届
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

▼試験職種及び採用予定人員
　消防業務 11名程度

▼受験資格
　昭和60年４月２日から平成９年４月１日生まれ、自

動車運転免許（普通自動車以上※AT限定免許を除く）
取得予定の者で学歴は問いません。

【身体の基準】
　①胸囲が身長の概ね1/2以上 
　②矯正視力が両眼とも0.7以上
　③聴力が正常であること
　④精神及び身体に障害がなく、結核性疾患等、感染

　性疾患がないこと

▼試験の方法
　高等学校卒業程度で次により実施
　【第１次試験】教養試験、適性検査
　【第２次試験】体力測定、小論文、個別面接

▼試験期日・場所
　平成26年９月21日（日）　受付：９時～９時30分
　杉妻会館（福島市杉妻町３－45）

▼受験手続き及び受付期間
　【申込み用紙の請求】
　①双葉地方広域市町村圏組合事務局総務課
　　（広野町大字下北迫字二ツ沼44－15
　　広野町サッカー支援センター内）
　②消防本部（楢葉町大字山田岡字仲丸１‒110）
　③川内出張所（川内村大字上川内字早渡11‒ ４）
※申込み用紙は、前記①～③で交付します。郵便によ

る請求の場合は、封筒の表に「職員採用試験申込用紙
請求」と朱書きし、120円切手を貼った宛先明記の返

信用封筒（角型２号）を必ず同封して前記①の事務局
まで送付してください。

【申込み方法】
　①申込み用紙に必要事項を記入し、前記①の事務局

　に提出してください。郵送する場合は、82円切手
　を貼った自分宛の封筒（長型３号）を同封し、その
　表に「職員採用試験申込」と朱書して前記①の事務
　局まで送付してください。

　②受験票を受領したときは、最近６ヵ月以内に撮影
　した本人の写真（上半身、脱帽、正面向き、縦６㎝
　×横4.5㎝）１枚を貼って受験当日に必ず持参してく
　ださい（受験票がない場合または、受験票に写真が
　貼っていない場合は受験できません）。

【受付期間】
①平成26年７月16日（水）から８月15日（金）の、午前８時

30分から午後５時15分まで（土日及び祝日を除く）。
②郵便による申込書提出の場合は、８月13日（水）まで

の消印が押されたものに限り受付けます。

▼試験結果の開示
　　第１次試験の結果については、第１次試験の不合

格者に限り口頭で開示を請求することができます。
開示の場所は前記①の事務局総務課です。

　　なお、電話・郵便等による請求では開示出来ません。
受験者本人であることが明らかとなる書類（運転免許証
等）を持参のうえ、受験者本人が直接おいでください。

▼その他
　受験の際は「ＨＢ」の鉛筆と消しゴムを持参すること。

問 双葉地方広域市町村圏組合☎０２４０‒ ２７‒ ４６６５

平成27年度双葉地方広域市町村圏組合 職員採用候補者試験のお知らせ
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申
告
相
談
の
お
知
ら
せ

　平
成
27
年
３
月
末
に
確
定
申
告

の
期
限
延
長
が
終
了
す
る
こ
と
か

ら
、
富
岡
町
役
場
郡
山
事
務
所
で

開
庁
日
に
随
時
行
っ
て
い
る
申
告

以
外
に
つ
い
て
も
、
次
の
と
お
り

受
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
富
岡
町
役
場
郡
山
事
務
所

　
　（第
２
会
議
室
）

　８
月
28
日（
木
）９
時
〜
19
時

　８
月
29
日（
金
）９
時
〜
19
時

　８
月
30
日（
土
）９
時
〜
17
時

申
告
が
必
要
な
方

　平
成
22
年
・
23
年
・
24
年
・
25

年
分
の
確
定
申
告
を
さ
れ
て
い
な

い
方
。
な
お
、
年
金
収
入
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
他
の
所
得
が

20
万
円
未
満
で
あ
れ
ば
申
告
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
平
成
26
年
分
確
定
申
告
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
27
年
２
月
中
旬

に
実
施
い
た
し
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

①
給
与
所
得
・
公
的
年
金
の
源
泉

徴
収
票
・
東
京
電
力
賠
償（
就

労
不
能
損
害
や
営
業
、
農
業
損

害
）な
ど
収
入
の
わ
か
る
書
類

②
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
な

ど
控
除
額
の
わ
か
る
書
類

③
印
鑑

　
そ
の
他

・
東
京
電
力
の
補
償
に
お
い
て
、

就
労
不
能
に
伴
う
損
害
・
営
業

損
害（
農
業
、
不
動
産
含
む
）等

に
つ
い
て
は
課
税
と
な
り
ま
す
。

・
雑
損
控
除
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
念
の
た
め
建
物
と

家
財
の
賠
償
金
額
の
わ
か
る
書

類
の
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
平
成
22
年
〜
25
年
の
確
定
申
告

が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、
所

得
証
明
書
・
課
税
証
明
書
の
発

行
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
証
明

書
が
必
要
の
場
合
は
こ
の
機
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
い
わ
き
地
区
の
確
定
申
告
に
つ
い

て
は
、
日
程
・
会
場
等
が
決
ま
り

次
第
広
報
紙
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

問 

税
務
課 

課
税
係

「
富
岡
町
民
全
員
一
律
賠
償
を

求
め
る
意
見
書
」に
つ
い
て

　平
成
26
年
６
月
定
例
議
会
に
お

い
て
可
決
さ
れ
た
、「
富
岡
町
民

全
員
一
律
賠
償
を
求
め
る
意
見

書
」の
請
願
者
で
あ
る
渡
辺
和
則

さ
ん
が
富
岡
町
役
場
郡
山
事
務
所

を
訪
れ
ま
し
た
。

　今
回
の
請
願
は
、
町
内
一
律
賠

償
を
国
会
及
び
関
係
行
政
庁
に
求

め
る
も
の
で
す
。
渡
辺
さ
ん
は

「
昨
年
12
月
に
示
さ
れ
た
中
間
指

針
第
４
次
追
補
は
、
個
別
の
事
情

に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
署
名
活

動
な
ど
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き

た
い
」と
話
さ
れ
、
宮
本
町
長
は

「
町
と
し
て
も
、
区
域
に
よ
る
賠

償
格
差
の
解
消
に
つ
い
て
国
や
原

子
力
賠
償
紛
争
審
査
会
へ
引
き
続

き
、
要
望
・
要
求
を
し
て
い
き
ま

す
」と
述
べ
ま
し
た
。

問 

渡
辺
和
則
さ
ん

　☎
０
２
４
６
–
８
８
–
１
８
１
８

http://www.watanabe-houmu.net/

い
わ
き
市
平
字
童
子
町
４
–
18

い
わ
き
建
設
会
館
５
階

お知らせ

　ごみは、分別したうえで上記の回収日にお出しください。回収業者は数日かけて町内のごみステーションを巡回し、順次ごみ
の回収を行います。
　粗大ごみやリサイクル対象家電、危険物等は、ごみステーションでの回収はいたしません。分別方法やごみの出し方について
は、7月18日発行の広報お知らせ版に同封の「平成26年8月からのご家庭の片付けごみの回収について（お知らせ）」又は町ホーム
ページをご参照ください。

平成26年 8月　
日 月 火 水 木 金 土

1 2

6 7 83 4 5 9

13 14 1510 11 12 16

20 21 22 2317 18 19

2625 29 30/3124 27 28

燃えるごみ、ごみ出し日

燃えるごみ、ごみ出し日

燃えるごみ、ごみ出し日

燃えないごみ、ビン類・カン類　ごみ出し日

平成26年 9月　
日 月 火 水 木 金 土

10 11 12 137 8 9

3 4 51 2 6

24 25 2622 23 27

29 30
燃えるごみ、ごみ出し日

燃えるごみ、ごみ出し日

燃えるごみ、ごみ出し日

燃えないごみ、ビン類・カン類　ごみ出し日

28

21

17 18 1915 16 2014

燃えないごみ、ビン類・
カン類　ごみ出し日

燃えないごみ、ビン類・
カン類　ごみ出し日

問 生活環境課 環境衛生係

富岡町ごみ出しカレンダー
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第１回　「新たな国民病ＣＫＤ」

 「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
」と
は
…

　「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
」と
は
、
慢
性
腎
臓
病

の
こ
と
で
、
腎
臓
の
機
能
の
低
下

が
慢
性
的
に
続
く
状
態
を
い
い
ま

す
。
患
者
は
お
よ
そ
１
３
３
０
万

人（
成
人
の
８
人
に
１
人
の
割
合
）

い
る
と
考
え
ら
れ
、
新
た
な
国
民

病
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
高
血
圧
や
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
と
関
連
し
て

い
て
、
誰
も
が
か
か
る
可
能
性
の

あ
る
病
気
で
す
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
が
進
行

す
る
と
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
、

脳
卒
中
な
ど
の
合
併
症
が
あ
ら
わ

れ
、
腎
不
全
に
な
り
、
最
終
的
に

は
人
工
透
析
が
必
要
な
状
態
と
な

り
ま
す
。
富
岡
町
で
は
、
人
工
透

析
の
治
療
を
受
け
る
人
が
震
災
後

に
増
加
し
、
現
在
は
47
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

 

腎
臓
の
大
事
な
働
き

　腎
臓
は
、
そ
ら
ま
め
の
形
を
し

た
握
り
こ
ぶ
し
く
ら
い
の
大
き
さ

の
臓
器
で
、
腰
の
あ
た
り
に
左
右

一
つ
ず
つ
あ
り
、
私
た
ち
の
体
を

正
常
な
状
態
に
保
つ
た
め
、
重
要

な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　腎
臓
の
働
き
が
悪
く
な
る
と
、

①
尿
が
出
に
く
く
な
る
、
②
老
廃

物
や
毒
素
を
体
外
に
出
せ
な
く
な

る
、
③
高
血
圧
に
な
る
、
な
ど
体

の
不
調
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
初
期
に
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症

状
が
な
い
の
で
、
知
ら
な
い
う
ち

に
ど
ん
ど
ん
悪
化
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
腎
臓
は
い
っ
た
ん
働

き
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
自

然
に
良
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

 

早
期
発
見
の
た
め
に

　自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ

と
か
ら
、
早
期
発
見
の
た
め
に
は

定
期
的
に
健
診
を
受
け
、
腎
臓
の

働
き
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
左
記
の
よ
う
な
検
査
項

目
か
ら
、
腎
臓
の
働
き
が
わ
か
り

ま
す
。

 
腎
臓
を
大
切
に

　腎
臓
は
と
て
も
我
慢
強
い
臓
器

で
す
。
腎
臓
を
い
た
わ
る
た
め

に
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
や

適
度
な
運
動
を
日
常
生
活
に
取
り

入
れ
、
年
１
回
の
健
診
を
受
け
て

腎
臓
の
働
き
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。

とみおか保健だより

腎臓の働き
①

老廃物や毒素を尿
として体外に排出
する

②
血圧をコントロール
する

③
体の水分や塩分等
を調節し体内環境
を整える

④
骨・血圧・血液を
正常に保つホルモ
ンを出す

CKDのステージ（腎臓病の程度）

eGFR クレアチニン値 尿たんぱく

クレアチニン値と年
齢、性別を基に算出
されるもので、数値
が低いと腎臓の働き
が悪いことが分かり
ます。

老廃物の１つで、腎
機能が低下すると尿
に排出されず、血液
内に残るので値が高
くなります。

通常は陰性（-）です。
陽性（+）の場合は、
病院を受診しましょ
う。

広報とみおか　（6）

東京電力の損害賠償に関するお知らせ

問 

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
５
７
０ｰ

０
２
４ｰ

０
２
４

　

 （
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
IP
電
話
の
お
客
様
）

　

 

☎
０
３ｰ

５
３
３
８ｰ

７
５
２
４

問合わせ先

○富岡町役場郡山事務所
　富岡町議会事務局
　〒963-0201
　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48-5
　FAX 024-961-3441
○富岡町教育委員会
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　FAX 024-953-6304
○楢葉分室（復旧課・復興推進課）
　〒979-0515　
　福島県双葉郡楢葉町大字上小塙字小山6-2
　FAX 024-25-8254
○富岡町役場いわき支所
　〒970-8026　
　福島県いわき市平字梅本15
　福島県いわき合同庁舎南分庁舎２階
　FAX 0246-88-1975
○富岡町役場三春出張所
　〒963-7719　
　福島県田村郡三春町貝山字泉沢100-1
　FAX 0247-62-0901
○富岡町役場大玉出張所
　〒969-1302　
　福島県安達郡大玉村玉井字台45-1
　FAX 0243-48-1147

※上記への連絡はコールセンター
　 ☎0120-33-6466まで 

○富岡町役場連絡所（下郡山集会所）
　〒979-1132
　 福島県双葉郡富岡町下郡山字真壁327-1
　  ☎  080-5743-5409・
　       080-5743-5410
　FAX 0240-25-8804
○大玉仮設診療所
　〒969-1302  
　福島県安達郡大玉村字横堀平158-10
　 ☎　0243-48-4710  
　FAX 0243-48-4710
○ＮＰＯ法人富岡町さくらスポーツクラブ
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　 ☎　024-983-5299　
　FAX 024-983-5297
○富岡町社会福祉協議会
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3345  
　FAX 024-935-3346
○おだがいさまセンター
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3332  
　FAX 024-935-3334

お知らせ

平成 26 年度 自衛官等募集案内
募集種目 資　格 受付期間

（締切日必着） 試験期日

防衛大学校
学　生

推　薦

高卒（見込含）21歳未満で、
成績優秀かつ生徒会活動等
に顕著な実績を納め、学校
長が推薦できる者

９月５日～９月９日 ９月27日・28日

総合選抜 高卒（見込含）21歳未満の
者（自衛官は23歳未満） ９月５日～９月９日 一次試験

９月27日

一　般
（前期）

高卒（見込含）21歳未満の
者（自衛官は23歳未満） ９月５日～９月30日 一次試験

11月８日・９日

一　般
（後期）

高卒（見込含）21歳未満の
者（自衛官は23歳未満） １月21日～１月30日 一次試験

２月28日

※募集人員等詳しい内容は、自衛官募集ホームページ等でお知らせします。
  問 募集コールセンター  ☎０１２０－０６３－７９２（12：00～20：00）

１．住居確保にかかる費用の損害賠償
対象者 賠償概要 請求書の発送

原発事故発災時、避難
指示区域内の持ち家
にお住まいだった方

宅地・建物・借地権
の賠償で賠償済みの
金額を超過して負担
した住宅の再取得費
用や建替え・修繕費
用を賠償（上限額有
り）

【宅地・建物・借地権賠償と家財賠償両方が
合意済みの方】
準備が整い次第、請求書が順次自動発送さ
れます。

【宅地・建物・借地権賠償は合意済で家財賠
償が未合意の方】
賠償内容の解説や算定対象資産一覧を同封
したご案内が、順次自動発送されます。お
住まいの住所を確認し、下記の「財物ご相談
専用ダイヤル」へご連絡ください。

【宅地・建物・借地権賠償が未合意の方】
まずは、宅地・建物・借地権賠償をご請求ください。

原発事故発災時、避難
指示区域内の借家にお
住まいだった方で、新
たな住居を確保するた
めの費用（家賃、礼金等
の一時金等）の負担を余
儀なくされた方

○新たな借家に入居
　するための礼金等
　一時金相当額
○新たな借家と従前
　の借家との家賃差
　額相当額（８年分）

請求をご希望される方は、下記「財物ご相談
専用ダイヤル」にご連絡ください。

２．墓石等の修理にかかる賠償
対象者 賠償概要 請求書の発送

避難指示区域内にある
墓地区画を管理する祭
祀の主宰者である個人
の方

・墓石等の現状回復費用の実費に賠償割合
　（20％）を乗じた金額を賠償（上限30万円）
・上記に加えて祭祀にかかる費用（定額２万
　円）、請求にかかる諸費用を賠償

請求を希望される方
は、下記「財物ご相談
専用ダイヤル」にご
連絡ください。

※墓石等の移転にかかる賠償についても、後日東京電力より別途案内があり
ます。墓地１区画につき、「修理の賠償」と「移転の賠償」はいずれか一
方の請求となります。墓石等を移転された方もしくは、移転を予定されて
いる方は案内開始までお待ちください。

※上記の内容は、各賠償の基本的な概要の一部です。
※その他詳細については、東京電力から送付される予定の請求書や案内等を

ご覧いただくか、下記までお問合わせください。
問 東京電力株式会社 福島原子力補償相談室「財物ご相談専用ダイヤル」
　 ☎０１２０‒ ９２６‒ ５９６（９：００～２１：００）

　東京電力が請求受付を開始する賠償項目についてお知らせいたします。
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ぴっ すとぴっく す
町内での窃盗犯逮捕に貢献
　　　 「とみおか守り隊」に感謝状

　避難指示区域で多発している窃盗事件
で、犯人逮捕につながる情報を寄せた「と
みおか守り隊」に、双葉署から感謝状が贈
られました。
　とみおか守り隊は富岡町消防団によっ
て結成され、４月上旬の夕方、巡回中の
宍戸弘道分団長らが不振なワゴン車を
発見し双葉署に通報。それがきっかけと
なって犯人の逮捕につながりました。　
　贈呈式で同署の渡部敏久署長が「皆さん
が日頃から行っている防火防犯活動が、
警察にとって大きな力となっています」と
あいさつ。安藤治団長は「我々の活動が実
を結んだということであり、今後もなお
いっそう責任を持ち、町内のパトロール
に力を入れていきます」と語られました。
　また、贈呈式の席上、宍戸分団長が受
章された消防団永年勤続功労賞の伝達が
行われ、宮本町長が消防庁長官からの章
記を授与しました。

左から宍戸分団長、宮本町長、安藤団長、渡部署長

第26回ふくしま駅伝　富岡町チーム選手候補者募集
　NPO法人富岡町さくらスポーツク
ラブでは、第26回市町村対抗福島県
縦断駅伝競走大会の富岡町選手候補
者を募集しています。
　大会日程並びに出場資格等は下記
のとおりですので、ふるってご応募
ください。

１．大会開催日及びコース
　・平成26年11月16日（日）
　・白河市～福島市（全16区間、 95.1㎞）
２．出場資格
　・震災前まで富岡町に居住してい
　　た中学生から社会人
　・富岡一中または富岡二中の卒業

生で、現在町外に住民票を移し居
住している方（ふるさと選手枠）

問合せ及び申込先  NPO法人 富岡町さくらスポーツクラブ　☎ 024－983－5299

昨年度大会より（福島県庁のゴール地点にて）

（15）　広報とみおか

小泉政務官が富岡小学校・中学校の児童・生徒と懇談
双葉郡の教育発展をめざし尽力を約束

常磐自動車道舗装プラントで火入れ式　工事の安全を祈願

　小泉進次郎復興政務官が７月10日、郡
山市の富岡町役場桑野分室（教育委員会）
を訪れ、富岡小中学校三春校に通う児童
生徒らと意見交換を行いました。
　小泉政務官は、自らの幼小時代の思い
出や経験談を踏まえながら子どもたちの
質問に答え、夢に向かって努力すること
の大切さや、自分を支えてくれる人たち
への感謝の気持ちを忘れないでほしいな
どのメッセージを伝えました。
　そのあと、来年４月に広野町で開校さ
れる県立中高一貫校や、双葉郡の教育を
支援する「ふたばの教育復興応援団」の設
立発表が行われ、代表を務める小泉政務
官が「子どもたちは、前例のない厳しい環
境で頑張っている。これからの双葉郡で
どのような教育ができるのかを地元の皆
さんと共に考え、子どもたちみんなに公
平なチャンスや教育の機会を与えてあげ
られるような地域にしていきたい」と抱負
を述べました。

　平成27年ゴールデンウィーク前の常磐自動車
道全線開通に向け、常磐富岡I.Ｃ～浪江I.Ｃ間14
㎞のうち、南側10.7㎞の舗装プラント火入れ式
が７月２日、大熊町大川原の現地で行われまし
た。
　平成14年10月に着工した同区間の工事は、東
日本大震災と原発事故による中断を経て昨年４
月に再開されています。
　火入れ式には関係者など約80人が出席。工事
の安全を祈願したあと、宮本町長や松本幸英楢
葉町長、渡辺利綱大熊町長らが起動スイッチを
押し装置を稼働させました。
　常磐自動車道は今年２月に常磐富岡I.Ｃ～広
野I.Ｃ間が再開通し、残る浪江I.Ｃ～南相馬I.Ｃ
間と相馬I.Ｃ～山元（宮城県）I.Ｃ間は年内の開通
に向けて整備が進められています。

小泉政務官（中央）と富岡小学校・中学校の児童・生徒

起動スイッチを押す宮本町長（左から３人目）ら関係者

広報とみおか　（14）



短冊に願いをこめて 富岡幼稚園、小学校で七夕まつり
　７月４日、富岡幼稚園の七夕会と富岡
小学校の七夕集会がそれぞれ行われまし
た。
　富岡幼稚園では、６月28日に行われた
保育参観で親子一緒に作った七夕飾りを
前に歌を歌ったあと、スイカ割りを楽し
みました。また、外国語指導助手のアー
ロン・オースティン先生も参加し、日本
の伝統文化に触れながら園児たちと共に
楽しいひと時を過ごしました。
　小学校の七夕集会では、七夕にまつわ
る寸劇や合唱、代表児童による願い事の
発表が行われました。児童たちは、「警察
官になりたい」「動物園の飼育員になりた
い」「家族みんなが健康で楽しく暮らせま
すように」など、思い思いの希望や夢など
を短冊に書き、笹の葉に飾っていました。

富岡幼稚園の七夕会

短冊を飾る児童たち

◇応募要件
・富岡町民で、氏名及び富岡町での行政区を掲
　載できる方。
・テーマは自然、祭事など自由です。
・ピントが合っている写真で、データの場合は
　メールに添付できるサイズ、プリント写真は
　専用の用紙に印刷されたもので、大きさはＬ
　版か２Ｌ版。
・写真のタイトルと説明文（150～200字程度）
　を添付してください。
・応募された写真は返却できませんので、あら
　かじめご了承ください。

◇応募方法
　現在お住まいの住所、氏名、富岡町での行政
　区名、電話番号をご記入の上、データの場合
　は下記アドレスへメールで、郵送の場合は封
　書で下記までお送りください。
・メールアドレス
　tom0200-0@tomioka-town.jp
・住　所
　〒963-0201
　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48‒5
　富岡町役場郡山事務所企画課広聴広報係

広報とみおかでは、「My Photo Letter」に掲載させていただく写真を募集しています。
募集要項等は次のとおりですので、ふるってご応募ください。

あなたが撮った写真をお寄せください

ぴっ すとぴっく す
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測定器：γ線用シンチレーションサーベイメーター（日立アロカメディカル社製）

No. 測定場所
 H26.7.11～12  H26.1.14～15

地上１ｍ 地上10cm 地上１ｍ 地上10cm

37 小浜住宅団地内公園前 2.79 5.32 3.75 6.42 
38 双葉環境センター 1.86 2.13 2.36 2.62 
39 ＮＨK電波塔入口（浜街道） 2.86 4.05 4.10 5.32 
40 深谷集会所 4.47 4.70 5.42 5.54 
41 赤坂神社前 5.22 8.10 6.33 8.64 
42 太平洋ブリーディング前 10.10 15.80 12.30 20.90 
43 みよし前交差点 8.57 13.80 9.78 15.60 
44 富岡自動車学校前 4.98 11.70 6.38 10.34 
45 リフレ富岡 3.14 4.55 3.92 4.36 
46 東洋育成園前 3.59 5.39 3.59 5.06 
47 富岡インター駐車場 3.06 3.83 2.86 4.11 
48 上手岡児童館 1.38 2.32 2.29 3.83 
49 下千里ライスセンター前 工事中 工事中 2.38 3.98 
50 舘山荘前 2.73 4.19 3.14 4.38 
51 夜の森つつみ公園 3.89 4.00 4.22 4.24 
52 総合運動場東側駐車場 4.02 5.86 4.63 6.37 
53 華の樹前 4.58 6.01 5.01 6.20 
54 宝泉寺前 1.04 0.73 3.51 5.39 
55 国道６号第二原発入口前 1.02 1.56 1.10 1.57 
56 猪狩スタンド前 0.59 0.40 1.02 2.98 
57 なべや駐車場前 0.82 1.93 1.28 2.48 
58 大東銀行富岡支店前 1.25 0.91 2.39 2.89 
59 富岡漁港 0.38 0.43 0.56 0.54 
60 サンライズイン富岡前 0.74 1.96 1.04 1.44 
61 福島富岡簡易裁判所前 1.65 4.09 2.78 4.62 
62 ヨークベニマル富岡店前 1.41 2.88 2.33 3.38 
63 今村病院前 3.16 5.80 4.78 7.63 
64 福島銀行富岡支店前 1.62 3.31 2.17 3.98 
65 龍台寺前 1.42 3.48 2.37 4.39 
66 清水団地前 1.70 2.66 2.48 3.34 
67 猪狩電気通信工業前 1.67 2.52 2.00 2.76 
68 上郡消防屯所 1.22 2.23 2.05 3.06 
69 岩井戸鉱泉 1.13 1.56 1.11 1.62 
70 富岡工業団地 0.41 0.41 1.41 1.62 
71 成沢の滝入口 1.14 1.75 1.26 1.76 
72 沼名子橋 1.90 3.33 2.29 3.25 

No. 測定場所
 H26.7.11～12  H26.1.14～15

地上１ｍ 地上10cm 地上１ｍ 地上10cm

１ 下千里消防屯所 工事中 工事中 2.42 4.16 
２ 上千里消防屯所 0.62 0.48 1.51 2.24 
３ 杉内消防屯所 0.77 0.58 2.02 2.85 
４ 第二工業団地入口 3.90 5.07 3.17 3.01 
５ 高津戸集会所 1.71 1.31 4.45 7.28 
６ 富岡第二中学校東側 1.83 2.15 1.71 2.15 
７ 新夜ノ森集会所 5.20 7.71 5.84 8.06 
８ 夜の森公園 2.48 5.81 2.77 4.95 
９ 松の前待避所 8.35 13.20 9.46 10.60 
10 小良ヶ浜集会所 5.13 5.37 6.15 7.28 
11 町境（小良ヶ浜地区） 7.34 12.90 8.55 11.10 
12 深谷消防屯所 5.26 5.43 6.12 6.24 
13 富岡町営野球場 0.83 0.63 1.00 0.71 
14 観陽亭前 0.88 1.93 1.24 2.34 
15 富岡合同庁舎西側 2.36 2.76 2.93 3.30 
16 富岡養護学校 3.31 6.60 3.39 7.57 
17 老人福祉センター 5.63 9.78 6.27 9.33 
18 夜ノ森駅 5.28 6.33 5.82 6.46 
19 王塚集会所 1.45 0.98 4.69 6.29 
20 諏訪神社前 2.60 2.95 3.02 3.37 
21 上本町消防屯所 2.34 3.93 3.21 4.00 
22 上本町集会所 1.85 2.59 2.65 3.03 
23 リベラルヒルズ入口 1.87 3.43 1.16 3.86 
24 赤木集会所 0.75 0.74 1.90 3.63 
25 上郡山集会所 1.29 1.70 1.52 2.02 
26 太田集会所 0.65 0.75 1.04 1.39 
27 原下消防屯所 1.23 1.53 1.33 1.73 
28 富岡駅 0.66 1.38 0.85 1.76 
29 清水消防屯所 0.57 0.50 2.10 2.67 
30 役場 1.04 1.20 1.44 1.56 
31 浄化センター 0.20 0.22 0.80 1.12 
32 毛萱集会場 0.38 0.40 0.51 0.46 
33 富岡保育所 1.76 3.05 2.13 3.22 
34 中央児童館 1.21 2.07 2.58 3.41 
35 栄町駐車場 0.86 0.53 2.44 3.35 
36 岩井戸消防屯所 0.89 1.95 1.44 2.06 

町 内 の 放 射 線 量
富岡町が独自に実施した町内の空間放射線量の測定結果をお知らせします（単位：マイクロシーベルト/h）
※以前の線量と比較することを目的とし、現在と６ヵ月前の町内線量を記載しております。



         My Photo Letter

今月の表紙 「清らかな富岡川の流れ」
かつて多くの釣り人で賑わった富岡川。
水面（みなも）に映る夏の青空と銀隣の輝き。季節の
移ろいは永遠に変わらない。

この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証され、適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

短冊に書いたみんなの願いごとは？  富岡小学校三春校七夕集会

梅雨の晴れ間に咲く鮮やかな紫陽花　富岡町西原地区

　
　思い思いの願い事を書いた短
冊を、笹の葉に飾った富岡小学
校三春校の児童たち。
　その無邪気な笑顔に、明るい
未来が訪れますように。

　町内のあちらこちらで可憐な
花を咲かす紫陽花。
　梅雨の晴れ間の太陽を浴びた
鮮やかな自然の色彩が、一時帰
宅で町内を訪れた皆さんの心を
癒していました。

富岡町の考古資料を一堂に展示　　福島県立博物館企画展示のお知らせ
　福島県立博物館において「ふるさとの考古資料５【富岡町】遺跡探訪」を開催しております。
　会場では、これまで富岡町内において発掘調査が行われた前山Ａ遺跡（上郡山）、富岡一小南側丘陵上に所
在する上の町Ｂ遺跡（駅前）など縄文時代の集落跡や、弥生時代の毛萱遺跡（毛萱）、奈良・平安時代の小浜代
遺跡（小浜）や真壁城跡（下郡山）及び上手岡地区で製鉄の跡が確認された後作Ｂ遺跡（後作）の資料が一堂に展
示されております。
　この機会に、富岡町ゆかりの考古資料を通して
古里を感じてみませんか？
・展示期間　平成27年5月10日（日）まで
※富岡町民の皆様に限り、右のクーポン券を
　お持ちいただければ無料で観覧が可能です。

問 福島県立博物館
　 福島県会津若松市城東町１‒25 
　 ☎ 0242‒28‒6000

― 観覧無料クーポン券 ―
「ふるさとの考古資料５【富岡町】遺跡探訪」

・期間：平成26年６月17日（火）～
　　　　平成27年５月10日（日）
・会場：福島県立博物館 常設展
　※１枚で５名様まで無料で観覧できます。
　※富岡町民１回に限ります。複製は禁止です。

△切り取ってお使いください。
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